


は
じ
め
に

一
九
八
七
年
、
井
原
西
鶴
の
浮
世
草
子
の
中
国
語
翻
訳
本
が
初
め
て
出
版
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
人
民
文
学
出
版
社
の
『
近
松
門
左
衛
門
・

井
原
西
鶴
選
集
』
で
あ
る
。
翻
訳
者
の
銭
稲
孫
（
Ｃ
壼
冨
ロ
エ
○
巽
昌
）
は
す
で
に
一
九
六
六
年
に
こ
の
世
を
去
っ
て
い
る
。
「
日
本
文
学

叢
書
」
の
シ
リ
ー
ズ
の
一
環
と
し
て
出
版
さ
れ
た
こ
の
翻
訳
集
に
は
、
西
鶴
の
町
人
物
の
代
表
作
『
日
本
永
代
蔵
』
と
『
世
間
胸
算
用
』
、

及
び
近
松
門
左
衛
門
の
浄
瑠
璃
四
作
品
、
『
曾
根
崎
心
中
」
・
『
心
中
天
の
網
島
』
・
『
景
清
』
・
「
俊
寛
』
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
初
版
本

は
二
千
冊
ほ
ど
し
か
発
行
さ
れ
ず
、
現
在
入
手
困
難
の
状
態
で
あ
る
。
一
九
九
六
年
人
民
文
学
出
版
社
に
よ
る
再
版
『
近
松
門
左
衛
門
・
井

原
西
鶴
作
品
選
」
（
【
資
料
１
】
写
真
１
）
が
「
世
界
文
学
名
著
文
庫
」
の
シ
リ
ー
ズ
の
う
ち
の
一
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
、
二
○
二
年
と
二

○
一
二
年
、
上
海
書
店
出
版
社
か
ら
「
名
家
名
作
名
訳
」
の
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
『
井
原
西
鶴
選
集
』
（
【
資
料
１
】
写
真
２
）
と

銭
稲
孫
と
言
え
ば
、
二
十
世
紀
三
十
年
代
か
ら
六
十
年
代
ま
で
、
長
年
に
亘
っ
て
日
本
文
化
・
日
本
文
学
関
連
の
書
籍
・
作
品
を
中
国
に

翻
訳
・
紹
介
し
た
学
者
・
翻
訳
家
で
あ
り
、
『
万
葉
集
」
、
『
源
氏
物
語
」
、
『
伊
勢
物
語
』
な
ど
を
翻
訳
し
た
中
国
翻
訳
界
の
第
一
人
者
で
あ

る
。
銭
稲
孫
の
経
歴
、
交
友
関
係
及
び
そ
の
翻
訳
作
品
に
つ
い
て
研
究
は
十
年
前
ま
で
は
極
わ
ず
か
だ
っ
た
が
、
近
年
そ
の
業
績
が
注
目
さ

れ
る
に
つ
れ
、
関
連
研
究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
以
下
、
日
中
両
国
の
研
究
者
に
よ
る
銭
稲
孫
及
び
そ
の
代
表
的
翻
訳

西
鶴
浮
世
草
子
の
中
国
語
訳
に
つ
い
て
の
研
究

①

『
近
松
門
左
衛
門
選
集
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

銭
稲
孫
と
言
え
ば
、
二
十
世
紀
三
十
年
代
か

１
銭
稲
孫
訳
「
近
松
門
左
衛
門
・
井
原
西
鶴
選
集
」
を
中
心
に

リ
ュ
ウ
エ
イ

劉
穎
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作
品
に
つ
い
て
の
主
な
研
究
成
果
を
ま
と
め
て
み
た
。

○
小
沢
正
夫
「
佐
佐
木
信
網
と
万
葉
集
の
外
国
語
訳
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
第
六
十
五
巻
第
四
号
、
一
九
八
八
年
四
月
刊
）

○
松
岡
香
ヨ
万
葉
集
」
の
中
国
訳
に
つ
い
て
（
そ
の
Ｉ
）
１
銭
稲
孫
訳
を
考
え
る
」
（
乖
陸
学
院
短
期
大
学
紀
臺
第
二
十
一
号
、

九
八
九
年
十
二
月
刊
）
、
「
万
葉
集
」
の
中
国
語
訳
に
つ
い
て
（
そ
の
Ⅱ
盲
銭
稲
孫
訳
を
考
え
る
」
亀
北
陸
学
院
短
期
大
学
紀
要
』

九
八
九
年
十
二
月
刊
）
、
「
万
葉
集
」
’

○
王
文
歓
「
銭
稲
孫
対
日
本
文
化
的
訳
介
評
述
」
（
北
京
師
萢
大
学
文
学
院
二
○
○
六
年
卒
業
論
文

言
ｇ
ミ
匡
畠
●
８
厨
ロ
８
日
、
旨
号
廷
己
余
危
蟹
呂
漣
閂
胃
行
屋
よ
隠
鴎
④

茸
召
筌
言
急
ぎ
●
９
号
目
●
８
自
首
ｇ
里
孟
お
躍
届
圏
参
照
）

○
邸
巍
「
銭
稲
孫
距
生
平
・
学
術
和
思
想
」
（
『
呉
興
銭
家
》
近
代
学
術
文
化
家
庭
的
断
裂
与
伝
承
」
、
斯
江
大
学
出
版
社
、

二
十
二
号
、
一
九
九
○
年
十
二
月
刊
）

○
王
文
歓
「
銭
稲
孫
対
日
本
文
化
的
訳

笠
間
書
院
、
二
○
一
○
年
五
月
刊
）

○
郡
双
双
「
銭
稲
孫
訳
一
九
五
九
年
版
『
漢
訳
万
葉
集
達
の
成
立
経
緯
Ｉ
佐
佐
木
信
綱
宛
銭
稲
孫
未
発
表
書
簡
十
二
通
、
鈴
木
虎
雄

書
簡
一
通
ｌ
」
（
冒
文
筐
第
九
十
五
号
、
関
西
大
学
国
文
学
会
、
二
○
二
年
二
月
刊
）
、
「
中
国
に
お
け
る
言
葉
集
」
の
伝
播

と
翻
訳
状
況
」
（
『
日
本
文
化
学
報
」
韓
国
日
本
文
化
研
究
学
会
、
二
○
二
年
二
月
刊
）
、
「
佐
佐
木
信
綱
選
、
銭
稲
孫
訳
「
漢
訳
万
葉

○
呉
衛
峰
「
和
歌
の
翻
訳
と
異
文
化
体
験
の
問
題
１
銭
稲
孫
著
『
漢
訳
万
葉
集
鬘
を
中
心
に
」
（
『
東
北
公
益
文
科
大
学
総
合
研
究
論

集
」
第
十
二
号
、
二
○
○
七
年
六
月
刊
）
、
「
白
話
か
文
言
か
準
日
本
古
典
詩
歌
の
中
国
語
訳
に
つ
い
て
（
そ
の
３
盲
銭
稲
孫
と
『
万

葉
集
」
の
翻
訳
」
（
『
東
北
公
益
文
科
大
学
総
合
研
究
論
集
』
第
十
九
号
、
二
○
一
○
年
十
二
月
刊
）

○
劉
穎
「
中
国
に
お
け
る
浮
世
草
子
の
翻
訳
・
出
版
と
そ
の
研
究
に
つ
い
て
」
亀
西
鶴
と
浮
世
草
子
研
究
〈
第
三
号
〉
特
集
・
金
銭
」
、

十
月
刊
）

二
○
○
九
年 第一
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総
じ
て
み
る
と
特
に
研
究
の
対
象
と
し
て
主
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
銭
稲
孫
の
翻
訳
作
品
は
一
九
五
九
年
日
本
学
術
振
興
会
刊
行
に
よ

る
『
漢
訳
万
葉
集
選
』
と
一
九
五
七
年
八
月
号
の
『
訳
文
』
と
い
う
当
時
中
国
唯
一
の
外
国
文
学
専
門
誌
に
掲
載
さ
れ
た
『
源
氏
物
語
』
の

「
桐
壷
」
の
巻
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
述
し
た
銭
稲
孫
が
残
し
た
も
う
一
つ
の
貴
重
な
文
化
財
産
、
『
井
原
西
鶴
選
集
』
に
つ
い
て
の
論
考
は

管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。
発
表
者
は
二
○
一
○
年
五
月
笠
間
書
院
刊
行
の
『
西
鶴
と
浮
世
草
子
研
究
〈
第
三
号
〉
特
集
・
金
銭
」
で
、

○
楊
暁
文
「
中
国
に
お
け
る
『
源
氏
物
語
』
全
訳
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察
》
豊
子
榿
、
銭
稲
孫
、
周
作
人
の
か
か
わ
り
を
中
心
に
」

（
『
中
国
研
究
月
報
」
、
第
六
十
六
巻
第
二
号
、
二
○
一
二
年
二
月
刊
）

○
金
偉
・
呉
彦
「
中
国
語
訳
『
万
葉
集
』
に
つ
い
て
」
（
『
富
山
大
学
芸
術
文
化
学
部
紀
要
』
第
六
巻
、
二
○
一
二
年
二
月
刊
）

○
曾
維
徳
「
銭
稲
孫
訳
事
小
考
」
（
『
東
方
早
報
』
二
○
一
三
年
一
月
二
十
七
日
、

言
ｇ
ミ
ロ
の
言
の
．
房
晶
●
８
日
倉
旨
合
口
廻
号
冨
宮
猫
Ｃ
届
こ
こ
喝
邑
』
詮
弓
員
上
●
の
言
昌
参
照
）

○
田
中
幹
子
、
鄭
寅
瀧
「
銭
稲
孫
訳
『
源
氏
物
語
」
の
特
徴
に
つ
い
て
（
上
）
」
亀
比
較
文
化
論
叢
二
十
八
」
、
札
幌
大
学
文
化
学
部
、

二
○
一
三
年
三
月
刊
）

代
世
界
の
「
言
説
」
と
「
意
象
」
ｌ
越
境
竺

四
輯
、
関
西
大
学
、
二
○
一
二
年
二
月
刊
）

○
楊
暁
文
「
中
国
に
お
け
る
『
源
氏
物
語
』
今

（
『
中
国
研
究
月
報
』
、
第
六
十
六
巻
第
二
号
、

集
選
』
研
究
Ｉ
成
立
背
景
、
出
版
事
情
、
翻
訳
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
（
『
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
研
究
』
第
四
号
、
二
○
二
年
三
月

刊
）
、
「
釦
年
代
の
北
京
に
お
け
る
銭
稲
孫
像
ｌ
日
本
人
留
学
生
の
目
を
通
し
て
ｌ
」
（
『
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
研
究
』
第
五
号
、
二

○
一
二
年
二
月
刊
）
、
「
翻
訳
家
銭
稲
孫
と
日
本
文
人
の
交
遊
ｌ
谷
崎
潤
一
郎
と
岩
波
茂
雄
を
中
心
に
」
亀
国
文
臺
第
九
十
六
号
、
関

西
大
学
国
文
学
会
、
二
○
一
二
年
二
月
刊
）
、
「
日
本
占
領
下
の
北
京
に
お
け
る
文
化
人
１
銭
稲
孫
と
周
作
人
を
中
心
に
Ｉ
」
（
『
近

代
世
界
の
「
言
説
」
と
「
意
象
」
ｌ
越
境
的
文
化
交
渉
学
の
視
点
か
ら
ｌ
」
（
門
扇
次
世
代
国
際
学
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
シ
リ
ー
ズ
第
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一
般
の
中
国
人
読
者
の
日
本
近
世
文
学
に
対
す
る
認
識
と
理
解
は
、
『
近
松
門
左
衛
門
・
井
原
西
鶴
選
集
』
が
翻
訳
・
出
版
さ
れ
る
ま
で
、

極
め
て
乏
し
い
も
の
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
銭
稲
孫
が
翻
訳
し
た
西
鶴
の
二
作
品
は
、
中
国
の
日
本
文
学
翻
訳
家
の
文
潔
若
が
述
べ
た
よ
う

に
、
中
国
に
お
け
る
日
本
江
戸
文
学
の
翻
訳
・
紹
介
の
空
白
を
埋
め
た
も
の
で
、
ほ
か
の
誰
に
も
取
っ
て
代
わ
る
こ
と
の
で
き
な
い
銭
氏
な

②

ら
で
は
の
偉
業
で
あ
る
。
日
中
双
方
の
西
鶴
浮
世
草
子
研
究
者
に
、
銭
稲
孫
の
功
績
を
認
識
し
て
も
ら
う
の
が
本
発
表
最
大
の
目
的
で
あ
る
。

以
下
、
過
去
の
文
献
に
記
さ
れ
て
い
る
銭
稲
孫
の
言
葉
か
ら
彼
の
日
本
観
を
探
り
、
『
近
松
門
左
衛
門
・
井
原
西
鶴
選
集
』
成
立
の
歴
史
背

景
、
翻
訳
手
法
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。
ま
た
、
銭
稲
孫
と
同
時
代
を
生
き
た
も
う
一
人
の
日
本
文
学
の
翻
訳
家
周
作
人
と
西
鶴
作
品
の

関
連
に
つ
い
て
も
述
べ
る
。

る
論
文
を
発
表
し
た
。
そ
の
中
で
銭
稲
孫
の
経
痙

訳
西
鶴
の
二
作
品
の
重
要
性
に
つ
い
て
論
じ
た
。

「
グ
ロ
ー
バ
ル
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
中
の
西
鶴
」
の
一
環
と
し
て
、
「
中
国
に
お
け
る
浮
世
草
子
の
翻
訳
・
出
版
と
そ
の
研
究
に
つ
い
て
」
と
題
す

る
論
文
を
発
表
し
た
。
そ
の
中
で
銭
稲
孫
の
経
歴
と
日
本
文
化
の
伝
播
へ
の
貢
献
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
浮
世
草
子
研
究
に
お
け
る
銭
稲
孫

一
・
銭
稲
孫
の
経
歴
と
そ
の
日
本
観

銭
稲
孫
の
非
凡
な
生
い
立
ち
は
後
の
彼
の
偉
業
達
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
銭
稲
孫
は
一
八
八
七
年
中
国
漸
江
省
呉
興
の
文
化

人
一
族
に
生
ま
れ
た
。
祖
父
の
銭
振
常
は
一
八
七
一
年
の
清
朝
の
進
士
、
父
親
の
銭
恂
は
清
朝
の
外
交
官
で
、
草
創
期
の
早
稲
田
大
学
図
書

館
に
多
く
の
漢
籍
を
寄
贈
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
叔
父
の
銭
玄
同
は
有
名
な
言
語
学
者
で
あ
り
、
中
国
新
文
化
運
動
の
先
駆
者
の

一
人
で
あ
る
。
母
親
の
銭
単
士
厘
は
近
代
中
国
の
女
性
史
に
名
前
を
残
し
て
い
る
才
媛
で
あ
る
。
ゆ
え
に
言
う
ま
で
も
な
く
、
名
家
の
生
ま

れ
の
銭
稲
孫
は
中
国
文
学
の
造
詣
が
非
常
に
深
い
。
そ
れ
に
加
え
、
幼
い
頃
か
ら
、
日
本
へ
赴
任
し
た
父
に
追
随
し
、
日
本
で
教
育
を
受
け

た
こ
と
で
、
日
本
文
化
、
文
学
に
対
す
る
理
解
も
深
い
の
で
あ
る
。
銭
稲
孫
は
一
九
三
四
年
春
の
あ
る
談
話
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
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つ
ま
り
、
「
文
化
を
理
解
す
る
こ
と
は
一
つ
の
民
族
、
一
つ
の
国
家
を
知
る
最
も
徹
底
的
、
も
つ
と
く
直
接
的
、
且
つ
最
も
面
白
い
手
段

で
あ
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
銭
稲
孫
は
客
観
的
に
日
本
文
化
を
評
価
し
、
敬
意
を
払
っ
て
い
た
。
こ
の
信
念
は
彼
の
中
国
に
お
け
る
日
本

文
化
紹
介
の
一
連
の
功
績
を
遂
げ
た
原
動
力
で
は
な
い
か
と
思
う
。

銭
稲
孫
は
日
本
文
学
に
拘
ら
ず
、
幅
広
い
分
野
の
日
本
文
化
を
中
国
へ
紹
介
し
て
い
た
。
例
え
ば
一
九
三
五
年
、
彼
は
日
本
史
学
者
・
秋

④

山
謙
蔵
の
著
書
『
日
支
交
渉
史
話
』
の
書
評
を
書
い
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
宝⑤

述
べ
て
い
る
。 一
九

け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

「
我
々
は
日
本
に
つ
い
て
の
研
究
は
極
め
て
不
足
し
て
い
る
。
そ
の
原
因
は
、
自
大
の
せ
い
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
怠
惰
で
あ
ろ
う
。
こ

の
本
か
ら
は
多
く
の
感
動
と
刺
激
を
も
ら
え
る
は
ず
で
あ
る
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
銭
稲
孫
は
当
時
の
中
国
人
読
者
に
日
本
理
解
を
呼
び
か

③

い
る
。

我
椚
対
於
日
本
確
是
太
没
研
究
了
；
此
其
原
因
，
恐
伯
與
其
説
是
自
大
之
故
，
無
寧
説
是
太
獺
惰
了
。
我
椚
読
了
此
書
，
応
当
得
到
許

多
的
触
発
警
語
。

了
解
文
化
是
狄
狽
一
↑
民
族
，
一
介
国
家
最
棚
底
的
，
最
直
接
的
，
而
且
最
有
趣
味
的
途
径
。

四
三
年
、

銭
稲
孫
は
当
時
東
京
美
術
学
院
教
授
の
矢
代
幸
雄
の
新
作
「
日
本
美
術
の
特
質
」
を
翻
訳
紹
介
し
、
次
の
よ
う
に
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文
潔
若
の
ヨ
源
氏
物
語
』
は
い
か
に
訳
さ
れ
た
」
に
よ
る
と
、
一
九
五
○
年
代
の
終
わ
り
頃
銭
稲
孫
は
人
民
文
学
出
版
社
の
依
頼
を
受

け
、
『
日
本
永
代
蔵
』
と
『
世
間
胸
算
用
」
と
近
松
の
浄
瑠
璃
の
翻
訳
に
取
り
か
か
り
、
原
稿
が
出
版
社
へ
提
出
さ
れ
た
の
は
一
九
六
三
年

⑥

の
こ
と
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
政
治
的
混
乱
が
続
き
、
文
革
大
革
命
が
始
ま
る
と
、
銭
稲
孫
は
迫
害
を
受
け
、
一
九
六
六
年
夏
に
亡
く
な

っ
た
と
い
う
。
近
松
と
西
鶴
の
作
品
の
翻
訳
は
、
二
十
年
以
上
も
寝
か
さ
れ
、
一
九
八
七
年
に
よ
う
や
く
出
版
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

二
．
『
近
松
門
左
衛
門
・
井
原

１
、
『
源
氏
物
語
』
訳
本
と
の
関
係

『
近
松
門
左
衛
門
・
井
原

右
の
よ
う
に
、
当
時
の
中
国
人
の
「
自
尊
自
大
」
の
風
潮
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
日
本
へ
の
理
解
と
正
当
な
評
価
を
訴
え
て
い
る
。
銭
稲
孫

の
日
本
観
を
明
確
に
伺
え
る
一
節
と
言
え
よ
う
。

中
国
与
日
本
，
同
是
東
亜
（
文
化
）
的
一
系
，
有
父
子
兄
弟
之
親
，
中
国
是
東
亜
文
化
的
淵
源
，
日
本
是
其
中
的
一
支
，
然
而
分
支
与

本
根
，
只
是
系
統
，
井
不
就
是
価
値
，
応
当
知
道
，
中
国
与
日
本
同
出
一
系
，
而
特
色
各
異
’
二
者
是
東
洋
文
化
史
上
的
一
対
井
帯

花
。

文
化
史
上
の
同
じ
茎
に
咲
く
二
つ
の
花
で
あ
る
。
（
発
表
者
訳
）

中
国
と
日
本
は
、
同
じ
く
東
ア
ジ
ア
の
一
系
で
あ
り
、
親
子
と
兄
弟
の
よ
う
に
親
し
い
。
中
国
は
東
ア
ジ
ア
文
化
の
源
、
日
本
は
そ
の

一
支
流
で
あ
る
が
、
し
か
し
分
枝
と
根
本
と
言
っ
て
も
、
系
統
の
構
造
か
ら
い
う
も
の
で
、
価
値
の
貴
賎
が
存
在
す
る
も
の
で
は
な
い
。

中
国
と
日
本
は
同
じ
系
統
か
ら
生
ま
れ
な
が
ら
も
異
な
る
特
色
を
持
つ
国
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
お
く
べ
き
で
あ
る
ｌ
両
者
は
東
洋

西
鶴
選
集
」
成
立
の
背
景

』
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当
時
の
人
民
出
版
社
の
編
集
者
だ
っ
た
文
潔
若
に
よ
れ
ば
、
一
九
五
九
年
、
人
民
文
学
出
版
社
当
初
が
銭
稲
孫
に
翻
訳
を
依
頼
し
た
の
は

『
源
氏
物
語
』
だ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
銭
氏
の
翻
訳
作
業
が
遅
い
と
の
理
由
で
、
翻
訳
の
依
頼
が
出
版
社
側
に
よ
っ
て
取
り
消
さ
れ
た

⑦

と
い
う
。
当
時
、
銭
稲
孫
は
『
源
氏
物
壷
聖
の
翻
訳
作
業
を
五
帖
ま
で
終
え
て
い
た
。
「
源
氏
物
語
』
の
代
わ
り
に
、
人
民
文
学
出
版
社
が

銭
稲
孫
に
与
え
た
仕
事
こ
そ
、
西
鶴
と
近
松
の
翻
訳
の
仕
事
だ
っ
た
。
新
た
に
『
源
氏
物
語
」
の
翻
訳
者
と
し
て
起
用
さ
れ
た
の
は
豊
子
榿

で
あ
る
。
銭
稲
孫
は
周
作
人
と
と
も
に
、
豊
子
榿
訳
の
『
源
氏
物
語
』
の
校
訂
・
鑑
定
作
業
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
。
銭
稲
孫
自
身
が
手
掛
け
た
『
源
氏
物
語
』
五
帖
の
翻
訳
原
稿
は
、
文
化
大
革
命
の
さ
な
か
、
残
念
な
が
ら
散
逸
し
た
。
中
国
の
読
者

に
と
っ
て
、
銭
稲
孫
訳
『
源
氏
物
語
』
の
出
版
が
実
現
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
に
遺
憾
な
出
来
事
だ
が
、
し
か
し
、
代
わ
り
に
銭
稲
孫

に
よ
る
西
鶴
と
近
松
の
作
品
の
翻
訳
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
極
め
て
幸
い
な
出
来
事
と
言
え
よ
う
。

日
中
両
国
の
研
究
者
の
間
で
、
銭
稲
孫
の
僚
友
・
周
作
人
に
関
す
る
研
究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
関
連
す
る
著
書
や
論
文
の
数
が
多

く
、
幅
広
い
視
点
か
ら
の
調
査
と
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
銭
稲
孫
と
周
作
人
は
日
本
文
学
へ
の
貢
献
度
が
と
も
に
高
く
、
当
時
の
日
本
文

③

化
人
の
間
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
存
在
だ
っ
た
。
中
国
文
学
者
の
吉
川
幸
次
郎
は
二
人
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。

２
、
周
作
人
と
西
鶴
作
品

日
本
文
学
に
対
す
る
ま
と
も
な
関
心
と
尊
敬
は
、
今
世
紀
に
い
た
っ
て
は
じ
め
て
お
こ
っ
た
。
そ
う
し
て
本
書
の
訳
者
で
あ
る
銭
稲
孫

先
生
と
、
そ
の
僚
友
で
あ
る
周
作
人
先
生
と
を
、
先
達
と
す
る
。
周
先
生
の
業
績
は
『
狂
言
十
番
』
の
翻
訳
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
、
銭

先
生
の
業
績
は
、
す
な
わ
ち
こ
の
万
葉
の
翻
訳
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
。

(49） －168－



1

二
十
世
紀
三
十
年
代
か
ら
六
十
年
代
ま
で
の
間
、
銭
稲
孫
と
周
作
人
は
数
多
く
の
日
本
文
学
、
文
化
の
書
籍
を
中
国
語
に
翻
訳
し
、
中
国

に
お
け
る
〈
日
本
理
解
〉
の
基
礎
を
築
く
う
え
で
極
め
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
言
え
よ
う
。

さ
て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
周
作
人
と
浮
世
草
子
を
結
び
つ
け
る
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
今
年
一
月
、
広
西
師
範
大
学
出
版
社
か
ら

出
版
さ
れ
た
早
稲
田
大
学
の
小
川
利
康
と
中
国
人
研
究
者
止
庵
に
よ
っ
て
編
著
さ
れ
た
『
周
作
人
致
松
枝
茂
夫
手
札
」
（
周
作
人
か
ら
中
国

文
学
者
松
枝
茂
夫
へ
の
書
簡
集
）
の
中
に
、
周
作
人
と
浮
世
草
子
と
の
関
連
を
窺
わ
せ
る
記
述
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
一
九

五
九
年
周
作
人
が
出
版
社
か
ら
『
好
色
一
代
女
」
、
『
好
色
一
代
男
」
の
翻
訳
依
頼
を
受
け
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
の

⑨

時
勢
に
よ
り
西
鶴
の
好
色
物
の
出
版
が
難
し
く
な
り
、
周
作
人
は
翻
訳
の
準
備
段
階
で
挫
折
し
た
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
直
後
、
西
鶴
の
町

時
勢
に
よ
り
西
鶴
の
好
色
物
の
出
版
が
難
し
く
な
り
、

人
物
の
翻
訳
依
頼
が
銭
稲
孫
に
届
い
た
よ
う
で
あ
る
。

銭
稲
孫
の
翻
訳
し
た
西
鶴
作
品
の
出
来
映
え
に
つ
い
て
、
『
平
家
物
語
』
の
翻
訳
家
と
し
て
知
ら
れ
る
申
非
は
次
の
よ
う
に
評
価
し
て
い

⑩
フ
（
》
。

銭
氏
は
原
作
の
文
章
の
風
格
に
符
合
さ
せ
よ
う
と
つ
と
め
て
お
り
、
雅
語
と
俗
語
と
を
併
用
し
、
時
に
は
荘
重
で
あ
り
、
時
に
は
譜
誰

で
あ
っ
て
、
き
わ
め
て
的
を
得
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
（
発
表
者
訳
）

力
図
符
合
原
作
的
文
章
風
格
、
雅
語
与
俗
語
兼
用
、
時
庄
時
譜
、
恨
是
得
体

三
．
銭
稲
孫
の
翻
訳
手
法
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Q

確
か
に
、
銭
稲
孫
は
西
鶴
の
作
品
を
絶
妙
な
中
国
語
で
翻
訳
し
て
い
る
。
銭
稲
孫
は
西
鶴
作
品
の
文
体
を
考
慮
し
、
中
国
語
訳
に
用
い
た
の

は
現
代
中
国
語
で
は
な
く
、
明
清
時
代
の
白
話
小
説
に
近
い
文
体
を
採
用
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
明
清
時
代
と
何
処
と
な
く
類
似
す
る
江
戸

時
代
の
情
緒
が
損
な
わ
れ
ず
に
再
現
さ
れ
て
い
る
。
本
文
は
勿
論
の
こ
と
な
が
ら
、
各
話
の
副
題
に
も
そ
う
し
た
工
夫
が
窺
え
る
。
例
え
ば
、

⑪

『
日
本
永
代
蔵
」
の
巻
一
の
場
合
、
五
つ
の
話
の
副
題
は
以
下
の
よ
う
に
訳
さ
れ
て
い
る
。

『
日
本
永
代
蔵
』
巻
一

一
初
午
は
乗
て
来
る
仕
合
江
戸
に
か
く
れ
な
き
俄
分
限
／
泉
州
水
間
寺
利
生
の
銭

二
二
代
目
に
破
る
扇
の
風
京
に
か
く
れ
な
き
始
末
男
／
一
歩
拾
ふ
て
家
乱
す
悴
子

三
浪
風
静
に
神
通
丸
和
泉
に
か
く
れ
な
き
商
人
／
北
浜
に
箒
の
神
を
ま
つ
る
女

四
昔
は
掛
算
今
は
当
座
銀
江
戸
に
か
く
れ
な
き
出
見
せ
／
一
寸
四
方
も
商
売
の
種

五
世
は
欲
の
入
札
に
仕
合
南
都
に
か
く
れ
な
き
松
屋
が
跡
式
／
後
家
は
女
の
鑑
と
な
る
宿

『
日
本
致
富
宝
鑿
」
巻
一

一
初
午
転
来
好
運
気

二
邪
風
愉
落
第
二
代

三
神
通
丸
一
帆
風
順

四
往
時
畭
帳
今
筈
現

五
時
運
転
開
彩
得
彩

南開和音水
都分泉刻間
松店責漢寺
屋伝名名放
中名聞聞利
興江豪京生
業戸富国銭
／／／／／
女一北拾江

簔專妻茎憂
名也供児添
寡是掃子暴
婦財帯蕩発
居源神家戸
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備
え
た
人
物
で
あ
る
。

次
に
、
『
日
本
永
代
蔵
」

と
訳
し
て
い
る
。
所
謂
「
三
言
二
拍
」
の
題
目
の
格
式
を
想
起
さ
せ
る
見
事
な
翻
訳
と
言
え
よ
う
。
銭
稲
孫
の
翻
訳
し
た
『
日
本
永
代
蔵
』

と
『
世
間
胸
算
用
』
の
文
章
を
読
む
と
、
そ
の
謹
蓄
の
深
さ
に
感
心
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
文
学
作
品
の
翻
訳
は
、
翻
訳
者
に
外
国
語
に
精
通

す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
母
国
語
な
い
し
母
国
文
学
の
高
い
教
養
が
要
求
さ
れ
る
。
銭
稲
孫
は
ま
さ
に
こ
の
条
件
を
完
壁
に

『
日
本
永
代
蔵
』
巻
一

初
午
は
乗
て
く
る
仕
合

天
道
言
ず
し
て
、
国
土
に
恵
み
ふ
か
し
。
人
は
実
あ
っ
て
、
偽
り
お
ほ
し
。
其
心
ン
は
本
虚
に
し
て
、
物
に
応
じ
て
跡
な
し
。
是
、

善
悪
の
中
に
立
て
、
す
ぐ
な
る
今
の
御
ン
代
を
、
ゆ
た
か
に
わ
た
る
は
、
人
の
人
た
る
が
ゆ
へ
に
、
常
の
人
に
は
あ
ら
ず
。
一
生
一
大

事
、
身
を
過
る
の
業
、
士
農
工
商
の
外
、
出
家
・
神
職
に
か
ぎ
ら
ず
、
始
末
大
明
神
の
御
託
宣
に
ま
か
せ
、
金
銀
を
溜
く
し
。
是
、
二

親
の
外
に
命
の
親
な
り
。
人
間
、
長
く
み
れ
ば
、
朝
を
し
ら
ず
、
短
く
お
も
へ
ぱ
、
夕
に
お
ど
ろ
く
。
さ
れ
ば
天
地
は
万
物
の
逆
旅
、

光
陰
は
百
代
の
過
客
、
浮
世
は
夢
幻
と
い
ふ
。
時
の
間
の
煙
、
死
す
れ
ば
何
ぞ
、
金
銀
、
瓦
石
に
は
お
と
れ
り
。
黄
泉
の
用
に
は
立
が

た
し
。
然
り
と
い
へ
ど
も
、
残
し
て
子
孫
の
た
め
と
は
な
り
ぬ
。
訓
判
汎
回
副
剖
圃
１
冊
同
對
側
樹
到
刷
酬
１
何
口
刺
引
制
鋼
襯
倒
ｄ
州

削
到
副
劉
司
Ｊ
判
型
Ｎ
ｕ
矧
刺
割
引
矧
引
刻
測
矧
制
川
州
馴
劉
刺
刎
割
。
是
に
ま
し
た
る
宝
船
の
有
べ
き
や
。
見
ぬ
鴫
の
鬼
の
持
し
隠
れ

笠
．
か
く
れ
簑
も
、
暴
雨
の
役
に
立
ね
ば
、
手
遠
き
ね
が
ひ
を
捨
て
近
道
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
職
を
は
げ
む
べ
し
。
福
徳
は
其
身
の
堅

固
に
有
、
朝
夕
油
断
す
る
事
な
か
れ
。
殊
更
世
の
仁
義
を
本
と
し
て
、
神
仏
を
ま
つ
る
べ
し
。
是
和
国
の
風
俗
な
り
。

⑫

巻
一
の
冒
頭
文
の
翻
訳
を
例
に
銭
稲
孫
の
翻
訳
を
見
て
み
よ
う
。
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こ
の
冒
頭
文
の
原
本
は
、
短
い
導
入
部
で
あ
り
な
が
ら
、
西
鶴
研
究
者
の
間
で
、
極
め
て
「
難
解
」
と
評
さ
れ
て
い
る
。
浜
田
泰
彦
が
ヨ
日

本
永
代
蔵
』
冒
頭
文
考
ｌ
古
典
駆
使
と
銀
徳
へ
の
〈
ひ
そ
か
な
思
い
〉
を
め
ぐ
っ
て
」
に
お
い
て
述
べ
て
い
る
よ
う
に
「
他
の
西
鶴
作
品

に
も
見
ら
れ
る
省
略
法
な
い
し
圧
縮
な
ど
の
独
特
な
修
辞
法
」
が
使
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、
先
行
文
献
を
多
く
織
り
込
ん
だ
「
古
典
駆
使
」
が

⑬

な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
代
日
本
語
に
訳
す
こ
と
も
難
し
い
こ
の
よ
う
な
西
鶴
の
文
書
を
、
銭
稲
孫
が
見
事
な
中
国
語
の
文
書
に
訳

し
て
い
る
。
例
え
ば
、
最
初
の
「
天
道
言
ず
し
て
、
国
土
に
恵
み
ふ
か
し
」
を
、
「
天
道
不
言
，
而
惠
深
国
土
」
に
訳
し
、
本
文
引
用
に
あ

『
日
本
致
富
宝
鑿
』
巻
一

一
初
午
転
来

初
午
転
来

畑
想
来
，
世
上
不
拘
什
公
恩
望
，
其
中
仗
莞
金
根
的
威
光
而
不
能
如
慰
以
倦
的
‐
普
天
之
下
只
有
生
老
病
死
几
件
事
，
除
此
而
外
，
再

元
其
他
，
所
以
税
，
可
宝
貴
的
再
没
有
腔
得
泣
金
根
的
了
。
凡
人
眼
里
見
不
到
的
神
仙
島
上
，
神
鬼
身
上
的
藏
形
笠
帽
，
隠
身
蓑
衣
，

也
据
不
得
狂
風
暴
雨
。
所
以
一
些
迂
迩
的
慰
望
，
元
妨
胞
汗
，
径
抄
近
道
，
各
自
励
精
家
昭
。
福
気
在
子
身
体
健
壮
，
迩
是
一
朝
一
晩

都
疏
忽
不
得
的
。
尤
其
緊
要
的
是
以
又
理
人
情
力
本
，
虚
心
供
弄
神
佛
。
遼
乃
是
我
国
的
風
尚
。

天
道
不
言
，
而
惠
深
国
土
；
人
則
呈
有
其
真
実
，
而
虚
釣
殊
多
。
蓋
其
心
本
属
虚
空
，
随
物
迂
変
，
了
元
痕
迩
。
因
此
，
能
諺
立
足
在

善
悪
二
途
的
中
同
，
把
当
今
遼
直
道
盛
世
的
日
子
坦
蕩
蕩
地
度
将
泣
去
，
才
是
人
之
所
以
力
人
指
尋
，
也
就
不
是
↑
尋
寺
常
常
的
人
了
。

一
生
的
唯
一
大
事
‐
就
在
菅
生
度
日
；
士
衣
工
商
自
不
待
言
‐
甚
至
出
家
的
和
尚
、
店
祝
神
官
，
也
元
不
須
斫
圦
帝
位
大
明
神
的
点

化
，
枳
描
金
根
。
遼
乃
是
生
身
父
母
之
外
的
衣
食
父
母
。
人
生
意
狽
，
若
悦
辰
公
，
今
日
不
知
明
日
事
；
慮
其
短
公
‐
則
朝
夕
都
足
心

椋
心
。
所
以
，
有
道
是
易
天
地
者
，
万
物
之
逆
旅
；
光
明
者
；
百
代
的
泣
客
。
″
浮
生
只
是
一
場
夢
幻
，
一
雲
同
的
一
袋
云
烟
，
一
死

之
后
通
有
什
公
泥
？
金
根
筒
直
不
如
瓦
砥
，
黄
泉
路
上
没
有
乞
的
用
処
。
可
是
，
呈
遼
公
悦
，
留
将
下
来
，
竿
寛
是
有
益
干
几
刊
。
仔

好
運
気
水
間
寺
放
利
生
銭
／
江
戸
城
添
暴
発
戸
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る
よ
う
に
、
「
ひ
そ
か
に
思
ふ
に
、
世
に
有
程
の
願
ひ
、
何
に
よ
ら
ず
銀
徳
に
て
叶
は
ざ
る
事
、
天
が
下
し
た
に
五
つ
有
。
そ
れ
よ
り
外
は

な
か
り
き
」
を
、
「
仔
畑
想
来
，
世
上
不
拘
什
公
感
望
，
其
中
仗
尭
金
根
的
威
光
而
不
能
如
慰
以
僖
的
，
普
天
之
下
只
有
生
老
病
死
几
件
事
，

除
此
而
外
，
再
元
其
他
」
と
訳
し
て
い
る
。
「
天
が
下
し
た
に
五
つ
有
」
の
「
五
つ
」
に
つ
い
て
、
何
を
さ
し
て
い
る
の
か
は
諸
説
が
あ
る

が
、
銭
稲
孫
が
「
生
老
病
死
」
と
訳
し
て
い
る
こ
と
は
、
中
国
人
の
固
定
観
念
に
近
い
考
え
方
で
あ
り
、
自
然
な
訳
と
い
え
る
。

四
？
現
在
の
西
鶴
浮
世
草
子
の
中
国
語
訳
の
出
版
状
況

西
鶴
の
町
人
物
は
中
国
で
は
「
経
済
小
説
」
と
呼
ば
れ
、
西
鶴
の
好
色
物
は
「
好
色
小
説
」
或
い
は
「
艶
情
小
説
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

そ
の
西
鶴
の
所
謂
「
艶
情
小
説
」
の
代
表
作
『
好
色
一
代
女
」
と
『
好
色
五
人
女
』
の
中
国
語
翻
訳
書
が
初
め
て
刊
行
さ
れ
た
の
は
一
九
九

○
年
の
こ
と
で
あ
り
、
『
好
色
一
代
男
』
の
中
国
語
翻
訳
書
に
至
っ
て
は
一
九
九
四
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
九
八
○
年
代
な
か
ば
、
王
向
遠
が
西
鶴
作
品
の
翻
訳
に
取
り
組
み
始
め
、
一
九
九
○
年
九
月
に
上
海
訳
文
出
版
社
か
ら
西
鶴
の
翻
訳
集
、

【
資
料
２
】
写
真
１
に
掲
げ
た
『
五
個
痴
情
女
子
的
故
事
』
を
出
版
し
た
。
こ
の
翻
訳
書
は
西
鶴
の
四
つ
の
作
品
、
即
ち
『
好
色
五
人
女
」
、

『
好
色
一
代
女
』
、
『
日
本
永
代
蔵
」
、
『
世
間
胸
算
用
』
を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
四
作
品
の
作
品
名
は
そ
れ
ぞ
れ
、
『
五
個
痴
情
女

子
的
故
事
」
、
ヨ
個
蕩
婦
的
自
述
」
、
『
日
本
致
富
経
」
、
『
処
世
費
心
機
』
と
、
中
国
風
に
変
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
翻
訳
書
は
中
国
で
出
版

さ
れ
た
最
初
の
西
鶴
の
翻
訳
作
品
集
で
あ
る
が
、
そ
の
後
再
版
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
多
く
の
読
者
の
目
に
触
れ
て
い
な
い
入
手
困
難
の
一
冊

一
九
九
四
年
八
月
、
文
潔
若
の
要
請
を
受
け
、
劉
杢
坤
、
張
鼎
衡
訳
の
『
好
色
一
代
女
」
が
「
日
本
文
学
名
著
叢
書
」
の
一
冊
と
し
て
、

⑭

訳
林
出
版
社
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。
【
資
料
２
】
写
真
２
『
好
色
一
代
女
』
に
は
銭
稲
孫
の
『
日
本
永
代
蔵
」
、
『
世
間
胸
算
用
』
も
収
録
さ
れ

て
い
る
。
一
九
九
四
年
十
二
月
に
は
、
王
啓
元
、
李
正
倫
訳
の
翻
訳
集
『
好
色
一
代
男
』
が
山
東
文
芸
出
版
社
よ
り
刊
行
さ
れ
て
い
る
（
【
資

で
あ
る
。
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料
２
】
写
真
３
）
。
「
日
本
古
典
文
学
名
著
」
シ
リ
ー
ズ
の
一
部
と
し
て
出
版
さ
れ
た
こ
の
翻
訳
書
は
『
好
色
一
代
男
」
の
ほ
か
、
『
好
色
一

代
女
』
と
『
好
色
五
人
女
』
を
も
収
録
し
て
い
る
。
『
好
色
一
代
男
」
の
中
国
語
訳
本
は
こ
れ
が
最
初
で
あ
る
。
王
啓
元
、
李
正
倫
の
両
者

は
ヘ
ー
九
九
六
年
九
月
、
『
好
色
一
代
男
』
の
翻
訳
一
冊
と
、
『
好
色
一
代
女
』
と
『
好
色
五
人
女
』
の
合
冊
一
冊
ｌ
書
名
『
好
色
一
代

女
』
ｌ
を
、
潤
江
出
版
社
か
ら
新
た
に
出
版
し
て
い
る
（
【
資
料
２
】
写
真
４
）
。
更
に
、
二
○
○
四
年
二
月
に
も
、
王
・
李
両
者
は
『
好

色
一
代
男
』
と
『
好
色
一
代
女
』
（
附
『
好
色
五
人
女
』
、
【
資
料
２
】
写
真
６
）
と
題
す
る
二
冊
の
翻
訳
書
を
中
国
電
影
出
版
社
か
ら
出
版

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
同
一
翻
訳
書
を
複
数
回
、
且
つ
異
な
る
出
版
社
で
出
版
す
る
こ
と
は
日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
だ
が
、
中

国
読
者
の
間
で
は
ひ
そ
か
に
西
鶴
の
浮
世
草
子
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。

【
資
料
２
】
の
写
真
の
よ
う
に
、
中
国
で
出
版
さ
れ
た
一
連
の
西
鶴
浮
世
草
子
の
翻
訳
本
の
表
紙
は
殆
ど
浮
世
草
子
の
時
代
に
合
っ
て
い

な
い
絵
が
載
っ
て
い
る
。
専
門
家
の
欠
乏
と
誤
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
原
因
で
あ
ろ
う
。
総
じ
て
中
国
で
は
、
本
の
タ
イ
ト
ル
は
「
好
色
」
と
掲

げ
た
だ
け
で
、
中
国
人
に
『
金
瓶
梅
』
の
よ
う
な
艶
書
と
連
想
さ
せ
、
販
売
促
進
に
つ
な
が
る
。
中
国
で
は
営
利
目
的
で
、
西
鶴
の
好
色
物

を
「
禁
書
」
と
掲
げ
て
刊
行
す
る
出
版
社
も
あ
る
。
【
資
料
２
】
写
真
５
、
『
好
色
一
代
男
」
（
附
『
好
色
五
人
女
』
、
『
好
色
一
代
女
」
）
は
、

「
世
界
十
大
禁
書
」
と
い
う
シ
リ
ー
ズ
の
う
ち
の
一
冊
で
あ
る
。
裏
表
紙
に
「
日
本
的
『
金
瓶
梅
芒
、
「
日
本
〃
色
情
文
化
″
的
集
大
成
之

作
」
と
目
を
見
張
る
言
葉
が
羅
列
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
該
シ
リ
ー
ズ
の
そ
の
他
の
作
品
は
殆
ど
欧
米
の
現
代
官
能
小
説
で
あ
る
。
更

に
検
証
す
る
と
、
本
書
の
翻
訳
の
内
容
は
、
ほ
ぼ
前
述
王
啓
元
、
李
正
倫
訳
本
の
丸
写
し
の
よ
う
な
も
の
で
、
た
ぶ
ん
に
劉
窃
の
可
能
性
を

窺
わ
せ
る
。

終
わ
り
に

周
作
人
に
関
す
る
膨
大
な
研
究
成
果
に
比
べ
る
と
、
銭
稲
孫
に
関
す
る
研
究
論
文
の
数
が
少
な
く
、
研
究
書
に
至
っ
て
は
皆
無
で
あ
る
。

《
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【
注
】

①
上
海
書
店
出
版
社
の
こ
の
「
名
家
名
作
名
訳
」
シ
リ
ー

ャ
ー
の
探
偵
」
の
中
国
語
訳
で
、
ほ
か
の
作
品
四
点
，

ア
ジ
ア
楽
器
考
』
）
は
す
べ
て
銭
稲
孫
の
翻
訳
で
あ
る
。

②
文
潔
若
「
我
所
知
道
的
銭
稲
孫
」
（
一
九
九
一
年
『
蕊

「
名
家
名
作
名
訳
」
シ
リ
ー

（
一
九
九
一
年
『
読
書

③
顧
良
「
周
作
人
和
銭
稲
孫
ｌ
我
所
知
道
的
両
個
認
識
日
本
的
人
」
（
『
宇
宙
風
』
一
九
三
五
年
第
二
十
七
期

耳
日
昌
箸
尋
考
・
ｇ
ｇ
ｇ
．
ｎ
日
員
腎
呂
頁
８
凰
良
曽
湯
己
忍
へ
参
照
）

銭
稲
孫
に
関
す
る
研
究
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
確
か
に
、
周
作
人
は
近
代
中
国
で
起
こ
っ
た
新
文
化
運
動

の
中
心
人
物
の
一
人
と
し
て
、
文
化
史
的
な
地
位
は
高
い
。
し
か
し
、
日
本
文
学
を
中
国
に
翻
訳
・
紹
介
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
そ
の
実
力

と
貢
献
度
は
銭
稲
孫
と
比
べ
て
実
に
優
劣
を
つ
け
難
い
。
今
後
、
引
き
続
き
、
銭
稲
孫
の
『
近
松
門
左
衛
門
・
井
原
西
鶴
選
集
」
に
つ
い
て
、

よ
り
綿
密
な
考
察
を
お
こ
な
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

⑬
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
『
待
兼
山
論
叢
」
文
学
篇
第
四
十
二
号
二
○
○
八
年
十
二
月
刊
。

⑭
文
潔
若
著
颪
雨
億
故
人
」
所
収
補
訂
版
「
我
所
知
道
的
銭
稲
孫
」
参
照
。

⑫
注
⑪
に
同
じ
。

⑧
吉
川
幸
次
郎
「
賊
」
（
銭
稲
孫
「
漢
訳
万
葉
集
選
」
日
本
学
術
振
興
会
一
九
五
九
年
三
月
刊
）

⑨
曾
維
徳
「
銭
稲
孫
訳
事
小
考
」
（
「
東
方
早
報
』
二
○
一
三
年
一
月
二
十
七
日
、

胃
貝
含
⑦
署
員
ｇ
胃
Ｏ
Ｂ
司
唱
且
呂
廻
号
目
屈
巳
伊
白
ｓ
ご
圏
霞
ヨ
ミ
房
言
且
参
照
）

⑩
『
近
松
門
左
衛
門
井
原
西
鶴
作
品
選
」
（
世
界
文
学
名
著
文
庫
、
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
九
六
年
十
一
月
刊
）
「
前
言
」
参
照
。

⑪
『
日
本
永
代
蔵
」
の
テ
キ
ス
ト
は
「
日
本
古
典
文
学
大
系
四
十
七
・
西
鶴
集
（
下
）
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
○
年
刊
）
、
「
日
本
致
富
宝
襲
』
の
テ
キ
ス
ト
は
『
近
松
門
左
衛
門
井

原
西
鶴
作
品
選
」
（
世
界
文
学
名
著
文
庫
、
人
民
文
学
出
版
社
ご
温
年
ｕ
月
刊
）
に
よ
る
。
振
り
仮
名
を
省
略
し
た
。

④
『
清
華
学
報
」

⑤
銭
稲
孫
「
新
刊

⑥
『
人
民
中
国
』

⑦
注
①
に
同
じ
。
「
新
刊

て
い
る
）
参
照
。

〃
日
本
美
術
之
特
質
診
（
ご
』

且
二
○
○
六
年
六
月
号
参
照
。

一
九
三
五
年
第
三
期
。

ズ
に
は
計
五
つ
の
作
品
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
の
作
品
は
ア
メ
リ
カ
作
家
マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
イ
ン
の
「
ト
ム
・
ソ
ー

等
、
ほ
か
の
作
品
四
点
ｌ
「
井
原
西
鶴
選
集
」
、
「
近
松
門
左
衛
門
選
集
」
、
「
万
葉
集
精
選
』
、
「
東
亜
楽
器
考
』
（
日
本
の
音
楽
学
者
林
謙
三
の
『
東

』

ワ
ム
、
『
日
本
研
究
」
１
（
２
）
北
平
一
九
四
三
年

一
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
二
○
二
年
八
月
上
海
三
聯
書
店
出
版
の
『
風
雨
億
故
人
」
に
補
訂
版
が
収
録
さ
れ
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＊
討
論
要
旨

相
田
満
氏
よ
り
、
銭
稲
孫
訳
の
文
体
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た
。
日
本
語
か
ら
中
国
語
へ
翻
訳
を
行
う
場
合
、
一
般
的
に
は
原
文
よ
り
も
短
く
な
る
。
銭
稲
孫
訳
「
源
氏
物
語
」

桐
壷
の
巻
に
も
そ
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
と
の
研
究
が
あ
る
が
、
本
発
表
資
料
の
近
松
作
品
の
銭
稲
孫
訳
で
は
訳
文
の
方
が
長
い
。
確
認
す
る
と
、
明
清
時
代
の
白
話
体
の
よ
う
に

四
字
熟
語
の
対
句
が
修
辞
的
に
頻
繁
に
用
い
ら
れ
、
語
調
が
整
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
う
し
た
文
体
は
「
荘
重
」
で
あ
る
と
評
価
し
て
よ
い
の
か
、
文
体
が
及
ぼ
す
影
響
は
何
か
、

と
相
田
氏
は
説
明
を
求
め
た
。
発
表
者
は
、
銭
稲
孫
は
周
作
人
の
よ
う
に
一
貫
し
た
翻
訳
理
念
を
持
つ
の
で
は
な
く
、
作
品
ご
と
に
手
法
を
変
え
、
原
作
が
書
か
れ
た
時
代
に
相
応

す
る
中
国
の
代
表
的
作
品
を
参
照
し
、
訳
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
西
鶴
作
品
で
あ
れ
ば
中
国
明
清
の
資
本
主
義
萌
芽
期
の
通
俗
小
説
を
参
照
し
、
そ
れ
を
中
国
の
読
者
に
連
想
さ
せ

や
す
い
白
話
体
に
近
い
訳
を
試
み
て
い
る
。
「
源
氏
物
語
』
の
場
合
に
は
読
者
に
『
紅
楼
夢
』
を
連
想
さ
せ
る
よ
う
な
、
風
格
あ
る
文
体
の
訳
し
方
に
な
っ
て
い
る
。
一
番
多
く
研
究

者
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
「
漢
訳
万
葉
集
選
』
で
は
古
典
的
文
体
の
高
度
な
訳
に
な
っ
て
い
る
と
回
答
し
た
。

次
に
、
板
坂
則
子
氏
よ
り
、
銭
稲
孫
が
一
度
訳
し
た
作
品
は
何
回
も
出
版
さ
れ
、
禁
書
と
な
る
こ
と
も
ブ
ー
ム
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
発
表
の
中
で
言
及
さ
れ
た
が
、
そ
の
出

版
規
模
、
読
者
層
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
と
の
質
問
が
あ
っ
た
。
発
表
者
は
、
『
近
松
門
左
衛
門
・
井
原
西
鶴
選
集
」
が
ご
亀
年
以
降
、
様
々
な
翻
訳
全
集
・
作
品
集
に
収
録
さ
れ
た

こ
と
で
広
く
世
に
流
布
し
た
。
読
者
に
認
め
ら
れ
た
が
ゆ
え
、
収
録
が
繰
り
返
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
西
鶴
の
好
色
物
は
中
国
の
一
般
の
読
者
に
は
猟
奇
的
な
作
品
と
見
ら
れ
た
が
、

江
戸
文
学
・
西
鶴
の
作
品
が
中
国
で
知
ら
れ
る
契
機
を
も
た
ら
し
た
と
応
答
し
た
。

陳
高
峰
氏
よ
り
、
銭
稲
孫
の
翻
訳
に
誤
訳
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
な
い
の
か
と
の
質
問
が
あ
っ
た
。
発
表
者
は
、
彼
の
翻
訳
作
品
は
概
ね
高
い
評
価
を
受
け
て
お
り
、
漢
詩
文
風

に
訳
す
こ
と
で
「
万
葉
集
」
の
本
来
の
味
わ
い
が
失
わ
れ
て
い
る
と
い
う
先
行
研
究
の
指
摘
は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
は
単
な
る
誤
訳
と
は
い
え
な
い
と
回
答
し
た
。
陳
高
峰
氏
は
、

日
本
の
諺
に
関
し
て
、
銭
稲
孫
訳
に
一
部
誤
訳
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
に
関
し
て
、
司
会
の
伊
藤
鉄
也
氏
は
、
『
蜻
蛉
日
記
』
の
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
訳
を
例
と
し
て
挙

げ
、
誤
訳
で
あ
っ
て
も
名
訳
と
評
価
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
と
示
唆
し
た
。
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